
１ 事業の目的

「消防団の力向上モデル事業」事業紹介
消防団名事業名

南海トラフ地震をはじめとする災害への備えとして、地域防災力の
向上及び消防団の機能強化を図るために、子ども世代への防災教
育の実施及びドローンを活用した捜索技術の習得を図る。

２ 事業内容

・消防団員が地元小学生に対して、折りたたみヘルメットの着用
講習、煙体験ハウスを用いた避難訓練を実施した。

・基礎的な飛行訓練から夜間飛行訓練など、ドローンを活用した
高度な捜索技術の習得に向けた各種訓練を実施した。

４ 目標達成状況
指標 単位 当初目標 実績値 備考

資機材取扱研修 回数 １回 １回

小学生への
啓発・訓練

人数 500人 34人

ﾄﾞﾛｰﾝ操作講習 回数 ３回 20回

３ 事業成果

・煙体験ハウスを用いた本格的な避難訓練を実施したことで、
効果的な防災教育を行うことができ、子ども達の防災意識の
向上に寄与した。
また、地元消防団員との顔の見える関係性の構築と消防団
の取組みへの理解が深まったことで、地域防災力の要である
消防団の認知度が向上した。

・ドローンを活用した捜索技術を習得し、香川県内初となる
「小豆島町消防団ドローン隊」を発足した。
また、災害時のみならず行方不明者捜索等の現場で活躍で
きるよう、継続的な部隊訓練を実施するなど、体制の整備を
行った。

５ その他参考情報

担当：小豆島町総務課 TEL：0879-82-7001

自治体名 香川県小豆島町 小豆島町消防団「消防団の取組強化事業」

飛行訓練講習煙体験ハウスを用いた避難訓練
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